機械工作法（Ｍ専門科目）　　　　　　　　　　　　【2005年度用】
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科目名：機械工作法（英文科目名：Manufacturing Process and Systems）

　　　　２単位　必修　機械工学科３年　全学期　

担当教官：田中好一　（居室：機械工学科棟１階）

　　　　　Tel: 0285-20-2203    E-mail: ktanaka@oyama-ct.ac.jp
授業キーワード：機械工作、切削加工、研削加工、精密加工、特殊加工
授業目的：

１．切削（除去）加工の目的と概要を理解する。

２．切削理論の中の切削機構や切削抵抗、工具寿命、理論粗さについての理解。

３．切削加工における種々の工作方法についての理解

４．研削加工の理解と特殊研削法の理解

５．ホーニングや超仕上げなどの精密加工と放電加工やレーザ加工等の特殊加工の理解

６．プラスチックの成形加工についての理解

達成目標：
１．切削加工の概念と加工方法を理解すること。

２．切削加工における切削機構や工具寿命、そして仕上げ面粗さに関係を説明できる。

３．切削加工における旋盤、ボール盤、中ぐり盤、フライス盤、歯切り盤等を説明できる。

４．研削加工における砥石の構造を説明でき、平面研削や円筒研削、そして工具研削などの加工

方法を説明できる。

５．超仕上げや特殊加工について説明できる。

６．プラスチック成形の代表的な射出成形等を説明できる。

・・・プログラムの学習・教育目標： (A-1), (C-1)

JABEE基準1の（1）との関係： d ( 2-ｃ), (g)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：平井三友、和田任弘、塚本晃久　「機械工作法」　コロナ社

参考書：

１．湯本誠治、前田俊明、昆野忠康　「基本・機械工作法」　日刊工業新聞社

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

　３年次の機械工作法では、主として切削（除去）加工を中心に行なう。

１．切削加工の概念、工作機械の定義について（２週）

２．切削理論、切り屑、構成刃先、切削抵抗、工具寿命、仕上げ面粗さ（８週）

３．刃物加工における旋盤、ボール盤、中ぐり盤、フライス盤、歯切り盤等の説明（４週）

４．研削加工の概要説明（１週）

５．研削理論及び研削砥石について（４週）

６．平面研削及び円筒研削について（２週）

７．特殊研削法について、工具研削、ねじ研削、歯車研削（２週）

　　８．精密加工について、ホーニング、超仕上げ、ラッピング（２週）

　　９．特殊加工について、放電加工、電子ビーム加工、レーザ加工、電解加工（3週）

　１０．プラスチックの成形加工について（２週）
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

定期試験（９０％）、レポート及び課題（１０％）をもとに総合的に判断し、６０％以上を合格と

する。

連絡事項：

１．講義中は、理解しながらノートに記録し、理解できなかった項目は質問すること。

２．質問がある場合、授業の後に受け付けるが、電子メールでも質問を受け付ける。
３．定期試験は年４回（前期、後期各２回の計４回）とするが、追試を行なうこともある。
　　４．機械工作法は、将来機械技術者として働く場合、必ず必要となる教科である。
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